
 

【採用・雇用管理に関する基本方針】 

 

制   定 2018年 ５月 28日 

最近の改定 2022年 １月 １日 

 

 

当社は「シンシア行動規範」に、「あらゆる企業活動の場面において、すべての人の基本的

人権を尊重し、人種、信条、性別、年齢、社会的身分、門地、国籍、民族、宗教または障

がいの有無などの理由による差別や個人の尊厳を傷つける行為（ハラスメントを含むが、

これに限られません。）は一切行いません。」と明記しています。会社として法令遵守はも

ちろんのこと、社員一人ひとりが持てる力を如何なく発揮し、いきいきと輝く個人として

継続して安全で快適かつ健康的に働き続けられるために就労制度・環境を整備するととも

に、社員全員が法律・労働慣行を正しく理解し、お互いの人権を尊重する取り組みを進め

てまいります。 

 

 

１、採用選考における人権尊重 

社員の採用にあたっては、基本的人権を擁護する観点により、関係法令および行政指針に

基づき、コンプライアンスを遵守した公平で公正な採用活動を行います。 

 

２、強制労働の禁止 

社員に対して、強制したり意思に反したりするような就労はさせません。また、雇用の条

件として、社員に身分証明書やパスポート等の個人文書（以下、個人文書等という）の原

本を求めこれを保持することや採用に関する手数料を求めるなどの行為はしません。 

なお、必要により個人文書等の写しの提出を求めることがあります。 

 

３、児童労働の禁止 

児童を採用し就労させることはありません。また、誤って児童を採用しないようにするた

め、採用時に年齢確認等を含む適正人材の確認を行う所定のプロセスを設けています。 

 

４、若年労働者への配慮 

１８歳未満の社員には関係法令等の定めに従い、時間外労働や夜間労働をさせず、健康や

安全を阻害し危険にさらされる可能性のある業務に従事させません。 

また、教育の機会を得られるよう配慮、支援を行います。 

 

５、結社の自由 

関係法令に従い、社員の結社の自由、労働組合への加入又は非加入などの権利を尊重しま

す。 



 

５、労働時間の適正管理 

関係法令に従い、社員の労働時間・休日・休暇を適正に管理し、また過度な時間外労働が

発生しないよう業務管理の徹底を図ります。 

 

６、適切な給与の支払い 

法定最低賃金を遵守するとともに、時間外労働に対して適正な割増率で手当を支払います。

また、給与支給日には給与項目ごとの金額および支給額の計算根拠となる労働時間、休暇

取得、欠勤状況等の明細を社員各人に明示します。 

 

以上 

 


